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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
連結経営指標等

回次
第41期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第42期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第41期

会計期間

自  平成21年
　　４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 45,731 99,713 253,393

経常利益 (百万円) 8,008 41,762 60,063

四半期(当期)純利益 (百万円) 4,945 24,757 37,511

純資産額 (百万円) 880,525812,268 812,657

総資産額 (百万円) 937,694900,667 891,651

１株当たり純資産額 (円) 4,113.624,133.204,133.89

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 23.80 126.45 187.75

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 91.2 89.8 90.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 13,872  16,434 66,009

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,304 △ 2,076 △23,575

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △11,353 △ 8,181 △104,047

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 556,999 495,634 499,140

従業員数 (名) 4,911 5,021 4,926

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標などの推移については

　　記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．従業員数は就業人員を記載しております。
　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況
　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 5,021 (1,096)
　

(2) 提出会社の状況
　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 2,308 (  680)

(注)上記(1)、(2)ともに( )内は当第１四半期における平均臨時従業員数
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

（当第１四半期連結会計期間）

生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

97,999 180.7

(注) 生産高は、標準販売価格によっております。

　
(2) 受注実績

（当第１四半期連結会計期間）

受注高(百万円) 前年同四半期比(％)

120,095 207.5

　

(3) 販売実績

（当第１四半期連結会計期間）

販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

99,713 118.0

　
(注) 本第１四半期報告書における売上高、受注高等の金額には、消費税等は含まれておりません。また当社グループは、

ＣＮＣシステムとその応用商品を提供する企業グループとして、従来より単一セグメントの事業を営んでおりま
す。

　
　

２ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績

当第１四半期におきましては、海外では、中国を中心に、韓国、台湾、インドなどを含むアジア地域で市場

が急速に回復し、国内においても、そのような海外の経済状況の改善などを背景に、回復基調が続きました。

　このような状況のなか、当社グループの受注は過去最高水準で推移し、工場はフル稼働が続きました。ま

た、４月の社内展で数々の新商品、新機能を発表し、市場での競争力の強化を図りました。経費、コストの削

減にも、引き続き全力を挙げました。

　当第１四半期における連結売上高は997億13百万円（前年同期比118.0％増）、連結経常利益は417億62百

万円（前年同期比421.5％増）、連結純利益は247億57百万円（前年同期比400.7％増）となりました。

　なお、部門別の連結売上高につきましては、ＦＡ部門が556億4百万円、ロボット部門が161億58百万円、ロボ

マシン部門が279億51百万円でした。
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(2) 財政状態

資産合計は、前年度末比90億16百万円増の9,006億67百万円となりました。主な増加は受取手形及び売

掛金117億15百万円、棚卸資産が63億7百万円、主な減少は現金及び預金35億28百万円、有形固定資産31億2

百万円、無形固定資産18億60百万円となっております。 

　また負債合計は、前年度末比94億5百万円増の883億99百万円となりました。 

　純資産合計は、主に利益剰余金の増加と為替換算調整勘定の減少により、前年度末比3億89百万円減の

8,122億68百万円となりました。 

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における連結キャッシュ・フローは、以下に述べるキャッシュ・フローの

増減に為替換算差額113億72百万円を減算し、前年同四半期比65億82百万円減の51億95百万円のマイナス

となりました。これに連結子会社の非連結子会社合併による現金及び現金同等物の増加額16億89百万円

を加算し、現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残高は4,956億34百万円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期比25億62百万円増の

164億34百万円となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益の増加及び仕入債務の増加が、売上

債権及び棚卸資産の増加を上回ったことによるものです。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期比12億28百万円減の

20億76百万円であり、これは主に有形固定資産の取得による支出の減少が、子会社株式の取得による支出

を上回ったことによるものです。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期比31億72百万円減の

81億81百万円であり、これは主に配当金の支払による支出が減少したことによるものです。

 

(4) 資本の財源

当期の所要資金は全て自己資金により充当し、外部からの調達は行っておりません。

 

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。

 

(6) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は39億38百万円です。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

該当事項はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

　
② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 239,508,317239,508,317
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株

計 239,508,317239,508,317― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】
該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年４月１日～
平成22年６月30日

－ 239,508 － 69,014 － 96,057

　
(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　
(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。
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① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

43,732,200
― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

194,647,8001,946,478
―

単元未満株式
普通株式

1,128,317
― ―

発行済株式総数 239,508,317― ―

総株主の議決権 ― 1,946,478 ―

　
② 【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
ファナック株式会社

山梨県南都留郡忍野村忍草
字古馬場3580番地

43,716,000－ 43,716,000 18.25

（相互保有株式）
ファナックマグトロニクス
株式会社

神奈川県座間市東原４丁目
２番２号

16,200 － 16,200 0.01

計 ― 43,732,200－ 43,732,200 18.26

(注)　株主名簿上当社名義となっている株式のうち、当社が実質的に所有していない株式はありません。

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高(円) 11,670 10,860 11,410

最低(円) 9,960 8,750 9,260

(注)　株価は東京証券取引所市場第一部の市場相場であります。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 495,799 499,327

受取手形及び売掛金 67,132 55,417

商品及び製品 24,041 21,850

仕掛品 27,656 24,623

原材料及び貯蔵品 7,327 6,244

その他 16,775 17,688

貸倒引当金 △1,661 △1,576

流動資産合計 637,069 623,573

固定資産

有形固定資産

土地 115,073 115,870

その他（純額） 93,611 95,916

有形固定資産合計 ※１
 208,684

※１
 211,786

無形固定資産

のれん 20,802 22,614

その他 557 605

無形固定資産合計 21,359 23,219

投資その他の資産

投資有価証券 25,612 27,855

その他 8,595 5,863

貸倒引当金 △652 △645

投資その他の資産合計 33,555 33,073

固定資産合計 263,598 268,078

資産合計 900,667 891,651

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,903 15,560

未払法人税等 16,184 14,172

アフターサービス引当金 3,762 3,806

その他 23,106 22,650

流動負債合計 61,955 56,188

固定負債

退職給付引当金 23,310 22,380

その他 3,134 426

固定負債合計 26,444 22,806

負債合計 88,399 78,994
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 69,014 69,014

資本剰余金 96,259 96,259

利益剰余金 1,004,347 987,685

自己株式 △310,667 △310,604

株主資本合計 858,953 842,354

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,306 2,411

為替換算調整勘定 △52,035 △35,381

評価・換算差額等合計 △49,729 △32,970

少数株主持分 3,044 3,273

純資産合計 812,268 812,657

負債純資産合計 900,667 891,651
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 45,731 99,713

売上原価 29,962 46,412

売上総利益 15,769 53,301

販売費及び一般管理費 ※１
 9,536

※１
 12,219

営業利益 6,233 41,082

営業外収益

受取利息 730 379

受取配当金 735 218

持分法による投資利益 － 616

貸倒引当金戻入額 545 －

雑収入 196 395

営業外収益合計 2,206 1,608

営業外費用

投資有価証券評価損 － 530

持分法による投資損失 388 －

為替差損 － 321

雑支出 43 77

営業外費用合計 431 928

経常利益 8,008 41,762

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,939

特別損失合計 － 1,939

税金等調整前四半期純利益 8,008 39,823

法人税、住民税及び事業税 1,350 16,493

法人税等調整額 1,463 △1,565

法人税等合計 2,813 14,928

少数株主損益調整前四半期純利益 － 24,895

少数株主利益 250 138

四半期純利益 4,945 24,757
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,008 39,823

減価償却費 3,040 2,910

貸倒引当金の増減額（△は減少） △532 209

退職給付引当金の増減額（△は減少） 555 1,192

受取利息及び受取配当金 △1,465 △596

持分法による投資損益（△は益） 388 △616

売上債権の増減額（△は増加） 14,069 △13,426

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,693 △8,429

仕入債務の増減額（△は減少） △6,642 4,356

その他 △2,661 2,825

小計 22,453 28,248

利息及び配当金の受取額 2,479 1,446

法人税等の支払額 △11,142 △13,679

その他 82 419

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,872 16,434

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,254 △778

子会社株式の取得による支出 － △1,360

その他 △50 62

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,304 △2,076

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △75 △76

配当金の支払額 △11,262 △8,079

その他 △16 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,353 △8,181

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,172 △11,372

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,387 △5,195

現金及び現金同等物の期首残高 555,612 499,140

連結子会社の非連結子会社合併に伴う現金及び現金
同等物の増加

－ 1,689

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 556,999

※１
 495,634
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

（１）連結の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間に、FANUC ROBOMACHINE EUROPE GmbHは非連結子会社であるFANUC ROBOSHOT EUROPE

GmbHを吸収合併致しました。これにより、FANUC ROBOMACHINE U.K. LIMITEDを新たに連結の範囲に含めておりま

す。また、これまでFANUC KOREA CORPORATIONの持分法適用会社であったFANUC KOREA SERVICE CORPORATIONは、新

たにFANUC KOREA CORPORATIONの連結子会社となりました。

（２）変更後の連結子会社の数

　39社

 

２　持分法の適用に関する事項の変更

（１）持分法適用非連結子会社

①持分法適用非連結子会社の変更

　当第１四半期連結会計期間に、FANUC KOREA CORPORATIONの持分法適用会社であったFANUC KOREA SERVICE 　　　

CORPORATIONは、新たにFANUC KOREA CORPORATIONの連結子会社となりました。

②変更後の持分法適用非連結子会社の数

　０社

 

（２）持分法適用関連会社

①持分法適用関連会社の変更

　当第１四半期連結会計期間に、重要性が増したSHANGHAI-FANUC Robotics Co., LTD.を持分法の適用の範囲に含

めております。

②変更後の持分法適用関連会社の数

　２社

 

３　会計処理基準に関する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益は46百万円、税金等調整前四半期純利益は1,985百万円減少しております。ま

た、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は2,713百万円であります。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間で

は「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１　法人税等の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産減価償却累計額    183,800百万円

　２　保証債務は、従業員住宅ローンに対する債務保　証で

237百万円であります。

※１　有形固定資産減価償却累計額    182,040百万円

　２　保証債務は、従業員住宅ローンに対する債務保　証で

255百万円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。

従業員給料及び手当 　　       3,459百万円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります

従業員給料及び手当 　　        3,269百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 557,140百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △141百万円

現金及び現金同等物 556,999百万円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 495,799百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △165百万円

現金及び現金同等物  495,634百万円
　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

 至  平成22年６月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 239,508,317

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 43,722,029

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。
　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 8,446 43.14平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループの商品はＣＮＣシステムとその応用商品であり、いずれもＣＮＣシステム技術をベースに

しており、その用途も自動化による生産システムに使用されるものであります。当社グループは、これら

の商品およびそれらを組み合わせたシステムを提供する単一業種の事業活動を営んでおります。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　
日本
(百万円)

米州　
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
（百万円）

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

18,0919,35510,7257,56045,731 ― 45,731

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

8,700 227 108 70 9,105(9,105) ―

計 26,7919,58210,8337,63054,836(9,105)45,731

営業利益 2,334 519 479 1,076 4,408 1,825 6,233

(注)　１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1）国又は地域の区分の方法…………地理的近接度による。 

(2）各区分に属する主な国又は地域

米州　：米国、カナダ 

欧州　：ルクセンブルグ、ドイツ 

アジア：韓国、台湾、インド 
　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　 米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 9,832 10,524 14,906 412 35,674

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 　 　 45,731

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

21.5 23.0 32.6 0.9 78.0

(注)　１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1）国又は地域の区分の方法…………地理的近接度による。 

(2）各区分に属する主な国又は地域

米州　：米国、カナダ 

欧州　：ルクセンブルグ、ドイツ、フランス、イギリス、イタリア

アジア：韓国、台湾、中国、マレーシア、インド、シンガポール

その他の地域：オーストラリア 

　

【セグメント情報】

　当社グループは、ファクトリーオートメーション（ＦＡ）の総合的なサプライヤーとして、自動化による

生産システムに使用されるＣＮＣシステムとＣＮＣシステムの技術をベースとしたその応用商品の開発、

製造、販売を主な事業とする単一業種の事業活動を営んでおります。

　当社グループでは、すべての商品に、ＣＮＣ、サーボモータが使用されていることから、投資の意思決定は、

特定の商品の状況だけではなく、すべての商品の受注・売上、製造の状況により判断しております。

　このように、当社グループにおいては投資の意思決定を全体で実施し、事業セグメントは単一であるため

セグメント情報の記載を省略しております。

 

（追加情報） 

　当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。 

 

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
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当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 4,133.20円
　

　 4,133.89円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 23.80円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

１株当たり四半期純利益金額 126.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 4,945 24,757

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 4,945 24,757

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 207,790 195,788

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月11日

ファナック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
　

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　神　谷　和　彦　　㊞
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　唐　澤　　　洋　　㊞
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　米　村　仁　志　　㊞
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているファ

ナック株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファナック株式会社及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、当第１

四半期連結会計期間より「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表分）及

び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）を

適用している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月11日

ファナック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    唐 澤    洋    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    百 井 俊 次    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    腰 原 茂 弘    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているファ

ナック株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファナック株式会社及び連結子会社の平成22

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

ファナック株式会社(E01946)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

